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平成平成平成平成２２２２２２２２年徳島県鉱工業生産指数年徳島県鉱工業生産指数年徳島県鉱工業生産指数年徳島県鉱工業生産指数
（（（（ 平成平成平成平成１７１７１７１７年基準年基準年基準年基準 ））））

鉱工業生産指数は，県内総生産の約４分の１を占める鉱業と製造工業における生産活

動を数量的な面から指数化したものであり，本県経済の動向把握や予測のための重要な

経済指標の一つとして利用されています。

このたび，平成22年の鉱工業生産指数を年報としてとりまとめましたので，御活用く

ださい。

全国全国全国全国のののの概況概況概況概況

平成22年の鉱工業生産指数は94.4であり，対前年比16.4％増となりました。

平成22年前半は海外経済の改善や緊急経済対策を始めとする政策の効果を背景に，生

産も持ち直していましたが，後半に入り，海外景気の下振れ懸念や為替レート・株価の

変動，環境対応車購入補助終了などにより，生産は減少に転じ，10月には92.4（季節調

整済指数）にまで下がりました。しかし，年末になり世界景気の緩やかな回復などから

生産は再び持ち直しの動きとなり，12月には96.2（季節調整済指数）と1月の93.5（季

節調整済指数）を超える水準となりました。

業種別にみると，全18業種のうち，鉱業を除くすべての業種で前年を上回りました。

特に，ウェイトの高い輸送機械工業が26.7％増，一般機械工業が37.3％増と大きく前年

を上回りました。

徳島県徳島県徳島県徳島県のののの概況概況概況概況

平成22年の鉱工業生産指数は123.7であり，対前年比15.4％増となりました。

本県における鉱工業生産も，世界的な不況の影響により落ち込んだ平成21年から回復

を続け，平成22年は，緊急経済対策などの政策効果も寄与し，内外の需要増から，これ

までにない高水準で推移しました。

業種別にみると，全15業種のうち食料・飲料・飼料工業を除くすべての業種で前年を

上回りました。なかでも，ウェイトの高い電気機械工業が，対前年比46.4％増と目ざま

しく，次いでその他の工業が同28.7％増，鉄鋼業が28.2％増，一般機械工業が同22.1％

増と高い増加率となりました。しかし，全体として指数は上昇したものの，窯業・土石

製品工業 対前年比16.1％増 パルプ・紙・紙加工品工業 同3.2％増 家具工業 同（ ）， （ ）， （

1.8. 増)や木材・木製品工業（同4.4％増）は，平成17年と比較すると，かなり低い水%

準にとどまっています。
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利用上利用上利用上利用上のののの注意注意注意注意

１１１１ 基準時基準時基準時基準時

平成17年を基準年次としています。

したがって，指数は，平成17年の１か月平均の生産数量を100.0とした比率で示して

います。

なお，現行の平成17年基準では，平成15年1月分まで遡って各月の指数を算出してい

ます。平成14年以前の指数(平成12年基準による）については，リンク係数を乗算する

ことにより，便宜的に現行基準に接続させることが可能です。

２２２２ 対象及対象及対象及対象及びびびび分類分類分類分類

日本標準産業分類（平成14年3月第11回改定）の中分類に準拠しつつ，それを一部組

み替えた，次の図の２部門20業種としています。うち「電気機械器具工業」と「電子部

品・デバイス工業」を「電気機械工業」に 「非鉄金属工業」ほか４業種を「その他の，

」 ， （ ） ， 。工業 に統合し ２部門15業種と鉱工業 総合 について 生産指数を作成しています

製造工業 鉄鋼業鉱 工 業

金属製品工業（総合）

一般機械工業 電気機械器具工業

電気機械工業

輸送機械工業 電子部品・デバイス工業

窯業・土石製品工業

化学工業

プラスチック製品工業

パルプ・紙・紙加工品工業

繊維工業

食料品・飲料・飼料工業

家具工業 非 鉄 金 属 工 業

木材・木製品工業 精 密 機 械 工 業

その他の工業 ゴ ム 製 品 工 業

皮 革 製 品 工 業

その他の製造業

鉱 業 鉱 業

３３３３ 採用品目採用品目採用品目採用品目

県内において生産されている品目は多数におよび，全品目を採用することは事実上困

難であるため，基準年次における生産額の大きなものから，代表性，正確性，重要性，

系列の信頼性及び調査の継続可能性等を考慮して，88品目を選定しています。

４４４４ ウェイトウェイトウェイトウェイト

ウェイトは，付加価値額ウェイトを採用し，平成17年の産業構造により，鉱工業全体

を10,000.0とした構成比によって表しています。

業種別のウェイトは，製造工業については「工業統計 （指数の業種分類・概念に適」

合するよう組み替えを行ったもの ，鉱業については「本邦鉱業の趨勢」を基礎資料と）
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しています。

また，品目別のウェイトは 「工業統計」のほか 「経済産業省生産動態統計」や各， ，

種業界統計などにより単価・金額等を推計し，業種別のウェイトを採用品目の金額構成

比により按分しています。

業種別業種別業種別業種別ウェイトウェイトウェイトウェイト・・・・採用品目数採用品目数採用品目数採用品目数

平成17年基準

ウェイト 採用品目数
業 種 名

鉱 工 業 総 合 10,000.0 88

製 造 工 業 9,992.1 85

鉄 鋼 業 77.9 3

金 属 製 品 工 業 337.4 4

一 般 機 械 工 業 576.7 6

電 気 機 械 工 業 2,043.7 6

輸 送 機 械 工 業 243.0 2

窯 業 ・ 土 石 製 品 工 業 199.0 8

化 学 工 業 3,591.9 9

プ ラ ス チ ッ ク 製 品 工 業 239.1 4

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品 工 業 737.9 6

繊 維 工 業 318.2 9

食 料 品 ・ 飲 料 ・ 飼 料 工 業 1,071.7 10

家 具 工 業 164.3 5

木 材 ・ 木 製 品 工 業 201.8 4

そ の 他 の 工 業 189.5 9

鉱 業 7.9 3

鉱 業 7.9 3

５５５５ 指数指数指数指数のののの計算方法計算方法計算方法計算方法

算式は，採用品目の個別指数を基準時のウェイトで加重算術平均する基準時固定加重

算術平均法，いわゆるラスパイレス算式を用いています。

比較時の生産数量
個 別 指 数 ＝ ×100

基準時の生産数量

（個別指数×基準時のウェイト）の総和
総 合 指 数 ＝
（原指数） 基準時のウェイトの総和

６６６６ 季節調整季節調整季節調整季節調整

原系列（原指数）には，１年を周期とする季節的な変動要因が含まれます。この季節

変動パターンをあらかじめ計算して，原系列から取り除くことを季節調整といい，季節

指数で原指数を除す方法で季節調整済指数を算出しています。

季節調整法は，平成12年基準に引き続きＸ－12－ＡＲＩＭＡ（モデル(011)(011)）を

採用し，曜日や祝祭日，うるう年を考慮して季節調整を行いました。

原 指 数
季節調整済指数 ＝ ×100

季 節 指 数



<<<<参考参考参考参考>>>> 鉱工業生産指数鉱工業生産指数鉱工業生産指数鉱工業生産指数のののの推移推移推移推移

第第第第１１１１表表表表　　　　鉱工業生産指数鉱工業生産指数鉱工業生産指数鉱工業生産指数のののの年別 年別 年別 年別 （（（（月別月別月別月別） ） ） ） 推移推移推移推移

       （平成17年＝100)

四 国 全 国

　 年    月　   鉱 工 業 対前年（月）   鉱 工 業 対前年（月）   鉱 工 業 対前年（月）

生 産 指 数 増加率（％） 生 産 指 数 増加率（％） 生 産 指 数 増加率（％）

平 成 16 年 93.1 3.1 97.2 2.6 98.7 4.9

         17 100.0 7.4 100.0 2.9 100.0 1.3

         18 108.3 8.3 104.1 4.1 104.5 4.5

         19 114.7 5.9 105.9 1.7 107.4 2.8

         20 117.1 2.1 105.1 △ 0.8 103.8 △ 3.4

         21 107.2 △ 8.5 90.4 △ 14.0 81.1 △ 21.9

         22 123.7 15.4 95.7 5.9 94.4 16.4

22 年 １ 月 104.9 △ 11.9 94.2 △ 1.6 93.5 3.4

　　２ 121.7 16.0 95.7 1.6 95.1 1.7

　　３ 121.5 △ 0.2 96.0 0.3 95.2 0.1

　　４ 138.4 13.9 99.4 3.5 95.8 0.6

　　５ 128.6 △ 7.1 96.6 △ 2.8 95.7 △ 0.1

　　６ 126.9 △ 1.3 95.6 △ 1.0 94.3 △ 1.5

　　７ 124.6 △ 1.8 95.0 △ 0.6 94.6 0.3

　　８ 129.4 3.9 98.1 3.3 94.5 △ 0.1

　　９ 124.4 △ 3.9 96.2 △ 1.9 93.7 △ 0.8

　　10 110.3 △ 11.3 91.9 △ 4.5 92.4 △ 1.4

　　11 123.2 11.7 95.4 3.8 93.9 1.6

　　12 134.2 8.9 96.6 1.3 96.2 2.4

第第第第２２２２表表表表　　　　徳島県業種別生産指数 徳島県業種別生産指数 徳島県業種別生産指数 徳島県業種別生産指数 （（（（原指数原指数原指数原指数））））

            （平成17年＝100)
平成21年

指    数 指   数
対　　前　　年
増 加 率 （％）

10000.0 107.2 123.7 15.4

　　製　　造　　工　　業 9992.1 107.2 123.7 15.4

77.9 72.7 93.2 28.2

337.4 97.1 103.3 6.4

576.7 68.7 83.9 22.1

2043.7 149.1 218.3 46.4

243.0 101.1 110.8 9.6

199.0 57.0 66.2 16.1

3591.9 110.5 113.3 2.5

239.1 95.3 95.6 0.3

737.9 66.1 68.2 3.2

318.2 87.0 93.6 7.6

1071.7 109.3 96.9 △ 11.3

164.3 56.6 57.6 1.8

201.8 51.8 54.1 4.4

189.5 100.8 129.7 28.7

　　鉱　　　　　　　　　業 7.9 88.6 99.9 12.8

7.9 88.6 99.9 12.8鉱 業

窯業・土石製品工業

化学工業

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品工業

ﾊﾟﾙﾌﾟ･紙・紙加工品工業

その他の工業

木材・木製品工業

食料品・飲料・飼料工業

家具工業

繊維工業

　　　  季節調整は、季節指数（センサス局法Ｘ－１２－ＡＲＩＭＡ）を使用

平成22年
業　　　種　　　名

徳　　   島　   　県

ウェイト

一般機械工業

電気機械工業

輸送機械工業

（注）  年間データは原指数、月別データは季節調整済指数

鉱 工 業 総 合

鉄鋼業

金属製品工業
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第第第第１１１１図図図図　　　　　　　　鉱工業生産指数年間推移鉱工業生産指数年間推移鉱工業生産指数年間推移鉱工業生産指数年間推移（（（（原指数原指数原指数原指数））））
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第第第第２２２２図図図図　　　　　　　　鉱工業生産指数月別推移鉱工業生産指数月別推移鉱工業生産指数月別推移鉱工業生産指数月別推移（（（（季節調整済指数季節調整済指数季節調整済指数季節調整済指数））））
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第第第第３３３３図図図図　　　　徳島県業種別生産指数徳島県業種別生産指数徳島県業種別生産指数徳島県業種別生産指数のののの年別推移年別推移年別推移年別推移（（（（原指数原指数原指数原指数））））
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パルプパルプパルプパルプ・・・・紙紙紙紙・・・・紙加工品工業紙加工品工業紙加工品工業紙加工品工業
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